























































 ヒトマクロファージ様細胞株 THP-1 を用いた解析から、ゲフィチニブは炎症性サイトカ












ンフラマソーム活性化刺激とは異なり、NLRP3 インフラマソーム非依存的に HMGB-1 の放
出を促進することが明らかとなった。詳細な分子機構の解析から、ゲフィチニブは ROS 依































まず、代表的な炎症誘導シグナル伝達経路である NF-κB 経路、MAP キナーゼ経路、およ
びインターフェロン経路に対する影響について解析を行った結果、バンコマイシンはいず
れの経路に対しても活性化作用を示さなかった。次に、IL-1β産生に関わる PRR 分子である
NOD-like receptor および AIM2-like receptor の遺伝子発現に対するバンコマイシンの影響を
解析した。その結果、バンコマイシン処置による NLRP1、NLRP7、NLRP12、NLRC4、およ
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図２: バンコマイシンによる免疫応答増強機構 
